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5,647.18㎡

5,020.57㎡

１日　４～６班体制（12月～３月：５～６班）で実施
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保健医療局長に提出

（保健医療局長）
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検案場所の確保（周囲からの耳目を遮断し、検案可能な

状態に遺体を整える。）、検案用紙類の点検

現場状況の確認、検案（遺体計測、死因究明の処置、

所見判断）、遺族に死因説明
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検体、血液の採取

保健医療局長

・各臓器の重量測定・記録、尿・胃内容物等の採取

・遺体の洗浄

・解剖用具の個数確認等事後整理
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白井松器械  HANDEXホルマリン希釈混合装置  HK50

TAITEC  振盪器  NR-80

ティシュー・テック  VIP　6-J0

ライカ 感染防止機能付クリオスタットCM1950

ティシュー・テック  プラス

デスペンディング・コンソール　　TEC-P-S-J0

サクラ パラフィン伸展器 PS-52 4台

ティシュー・テック パラフィン伸展器 PS-53 7台

ティシュー・テック プリズマ　DRS-Prisma-J0S 1台

ティシュー・テック プリズマ　DRS-Prisma-J0D 4台

白井松器械 RCM-9000-Ⅱ 1台

白井松器械 RCM-9000 1台

YAMATO リトラトーム　REM-710 1台

ライカ SM2010R １台

ティシュー・テック フェザートラストームTTM-200 8台
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イ　薬化学検査業務

検査材料

胃内容物 予試験

抽出操作

揮発性毒物、有害ガス等の分析

尿中乱用薬物免疫化学的検出キット

揮発性毒物等の分析

尿

血　液

胸腔内血液

１．外観の観察　　　　４．青酸定性
２．臭気の有無　　　　５．動物試験
３．pH測定

１．固相抽出
２．液液抽出

抽出操作

１．固相抽出
２．液液抽出

使　用　機　器

ガスクロマトグラフ質量分析計

ヘッドスペースサンプラー付きガスクロマトグラフ

機　器　名 形　　　式 台数 備考

島津製作所　GCMS-TQ 8030

島津製作所　GCMS-QP 2010Ultra

島津製作所　GC-2014(検出器FID、FTD）

島津製作所　GC-2014(検出器FID、FPD）

島津製作所　GC-2010Plus(検出器FID、FTD、TCD）

1

1

1

1

1

①

②

③

④

⑤

１．エタノール定量   ③ ④
２．青酸定性、定量   ⑤
３．一酸化炭素定性   ⑤ 、定量   ⑩
４．有機溶剤（シンナー等）、ブタンガス、ＨＦＣ等のガス類検出   ③ ④
５．ガス検知管による硫化水素検出
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薬毒物の定性分析 定量分析

① ② ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

機　器　名 形　　　式 台数 備考

島津製作所　LCMS-8045 & HPLCシリーズ

島津製作所　HPLC Nexera-I　LC-2040C MTPlus

島津製作所　HPLC Prominenceシステム

パーキンエルマー　FLEXAR　FX15 UHPLCシステム

島津製作所　UV-1900i

1

1

1

1

1

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

液体クロマトグラフ質量分析装置

高 速 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ

分 光 光 度 計

抽出操作

１．エタノール抽出

① ② ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

薬毒物の定性分析 定量分析

① ② ⑥ ⑦ ⑧ ⑨① ② ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

薬毒物の定性分析

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
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これらの死体検案書の謄本は遺族の請求により発行する。

　種々の検査に基づいて死因を診断するため、作成まで40～60日程度かかるが、困難な検査の

場合はさらに日数を要する。

請求できる者は、原則として配偶者もしく


